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A new method for preparation of ultrafine emulsions was developed. The ultrafine emul

sions can be obtained easily by rapid cooling of the high temperature microemulsions, i.e., the 

swollen micellar solutions in the oil-water-nonionic surfactant systems, to room temperature. 

They are the thermodynamically unstable dispersions of which the mean droplet diameters are 

bellow 100nm, and look like so-called microemulsions, i.e., transparent or translucent. The 

droplet diameter was related to the ratio of oil to surfactant by a linear function. The drop

let size of the ultrafine emulsions can thus be controlled by changing this ratio.

The stability of the ultrafine emulsions depends on the chemical nature of the oil and surfac

tant. The stability rises dramatically with increase in the carbon number of the oil, and dec

reases with increase in the polarity of the oil. The droplets of the liquid paraffin (Lp) and 

squalane (Sq) ultrafine emulsions do not practically change in size for over a year at 25•Ž. 

The addition of small quantities of a long-chain alkane to the disperse phase can have a pro

found effect on ultrafine emulshion stability. The unstable ultrafine emulsions of short-chain 

alkanes such as dodecane can be stabilized by added Lp or Sq. The results suggest that the 

main cause of instability in the ultrafine emulsions may be molecular diffusion (Ostwald ripen

ing) rather than droplet coalesence. The stability of the ultrafine emulsions increases with the 

size of the surfactant molecule.

The ultrafine emulsions were prepared by using the commercial materials for the purpose of 

applying to the products of cosmetics. The transparent or translucent lotions containing oil 

components were obtained by using small quantities of the surfactants, and were very stable. 

Since this method can keep the droplet size under precise controll, the turbidity of the pro

ducts can be controlled easily.

1. 緒 言

化粧品, 医薬品の製剤に おけ るエマル シ ョン調製技術

の重要 な課題の一つ は, 少 ない乳化剤量で よ り小 さい粒

子径を有す る安定な エマル シ ョンを得 るこ とに あ り, こ

れ までに も, 界面化学的手法 に よる微細 エマルシ ョンの

調製方法が数多 く報告1)～4) され ている。 しか し, これ ら

の調製方法に よって, 100nm以 下 の粒子径 のエマル ショ

ンを得 ることは非常 に困難 であ り, 50nm以 下 の ものを

調製す るこ とはできない。 最近我 々は, 非 イオ ン界面活

性剤を用 いるこ とに よ り, 長時 間安定 な超微細 エマル シ

ョンが調製 できるこ とを見 出 した5)。 この超微 細エマル

シ ョンは100nm以 下 の粒 子 径 を 有 し, 透 明 また は 半 透

明 で あ り, 所 謂 マ イ ク ロエ マ ル シ ョン と同 じ外 観 を 呈 す

る 。
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マイ クロエマル シ ョンは, 狭義には, 油-水-両 親媒

性物質か らな る透明あ るいは半透明な一液相で, 熱力学

的に安定であ り, 膨潤 した大 きな ミセルが分散 した系で

あ ると定義 され るよ うに なった6),7)。 一方, 粒子径が小

さ く, 透 明あ るいは半透 明な系であ ることを優先 し, 熱

力学的には不安定な分散系 も含 めて考 えて いる場合 もあ

り8),9), 広義の マイクロエ マル シ ョンは透 明あ るいは半

透 明で経時的に安定 な分散系 も含む とも定義7) され る。 

実用的には, この定義が適当 と思われ るが, 広義 のマイ

クロエ マル シ ョンに関す る研究 は非常に少 ない。 ここで

報告す る超微細 エマルシ ョンは, 二液相か らな り熱力学

的不安定で あるが, 経時的 には安定 であ り, 透 明または
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半透明 な外観を呈す るので, 広義 のマイ クロエマルシ ョ

ンに相 当し, この観点か らも興味深 い。

マイ ク ロエマルシ ョンは, 少ない界面活性剤 で多 くの

油 を透 明あるいは半透 明な状態 で安定 に包含 できるでき

る点 で非常 に有用 であ り, 化 粧品, 医薬 品等の基 剤への

利用 が期待 される。 しか しなが ら, 従 来 よく知 られてい

るイオ ン性界 面活性 剤に よるマイ クロエマル シ ョンは,

 中鎖 アル コールを一般にはcosurfactantと して用い る

ため安全性面か ら好 ま しくない。 また, 非 イオ ン性界面

活性剤に よる狭義 のマイ クロエマルシ ョンは, 人体 に対

す る安全性 の面か らは好 ま しいが, 可溶化 領域 の温度範

囲が非常 に狭 いた め, 実際 に利用す るこ とができない。

これ に対 して, 非 イオ ン界面活性剤 を用いた超微細エ

マルシ ョン (広義 のマイ クロエマル シ ョン) は, 狭義の

マイ クロエマル シ ョンと同 じ外観を呈 し, 広い温度範囲

で安定であ り, 人体に対す る安全性の面か ら も 好 ま し

く, 実用上非常に興味深い。 ここで は, 超微細 エマル シ

ョンの基礎的検討結果 とそ の化粧品基剤 としての利用 に

つい て報告す る。

2. 実 験

2.1 試 料

非 イオ ン界 面活性 剤は, 日光 ケ ミカル ズ社製の単一鎖

長 ポ リエチ レング リコール モノアルキル エ ー テ ル (Cm

En), 日本エマル ション社 製のPOE (7) モノラウ リル

エ ーテル (Em 707), POE (8) モノオ レイルエーテル

 (Em 508), POE (10) モ ノオ レイルエ ーテル (Em 510),

 POE (12) モノ2-オ クチル ドデシルエーテル (Em 2012),

 POE (14) モノ2-オ クチル ドデ シエーテル (Em 2014)

 をその まま用いた。

油 としては, 炭素数10～16のn-ア ルカ ン (Cm) は東京

化成工業の試薬を, 軽質流動 パラフ ィン (Lp), ス クワ

ラン (Sq), ミリスチン酸 イ ソプ ロピル (IPM), 2-エ チ

ルヘキサ ン酸 セチル (CIO), ジカプ リン酸 ネオペ ンチル

グリコール (DCP) は化 粧品 グ レー ドの原料をその まま

用 いた。

2.2 超微細エマル シ ョンの調製方法

油, 水, 界面活性剤を混合 し, 一旦温度を上 げて完全

に可溶化 した後, 氷水 中で攪拌 冷却す る。 ここでの攪拌

は冷却を効果的 に行 うのが 目的 であ り, 攪拌条件は粒子

径に影響を与 えない。

2.3 相図上の可溶 化領域 の測定方法

ア ンプル中に秤量封管 した試 料を恒温 水槽 中で温 度変

化 させ, その濁度変化 を 目視で観察す ることに よ り曇点

お よび可溶化限界温度を測定 した。 なお, 曇点あ るいは

可溶化限界温度は, 温度を上昇お よび下降 させた測定に

おい て一致す るこ とを確認 した。

2.4 粒 子径 と濁度 の測定方法および安定性の評価

粒子 径は, 試料 を適切 な濃度に水で希釈 し, HIAC/

ROYCO社 製 のNICOMP-270 (動的光散乱 法) を用い

て23℃ で 測 定 し た。 濁度は, 日立製作所 製分光度計

 (U-3410) を用いて1cmセ ルの吸光度を350～700nmの

波長において測定す ることに よ り求 め た。 経時安定性

は, 試料 を25, 37, 50℃ の恒温槽 内に放 置 し, 粒子径

また は濁度 の経時変化 か ら評価 した。

3. 結 果 と考 察

3.1 超微細エマル シ ョンの基畑的検討

3.1.1 調製方法 と粒子径の制御

C16E8とC10, C16, Lpま たはSqと 水 との三成分系

おけ る油 の可溶化 に 及 ぼ す温度 の影響 をFig.-1に 示

す。 二つ の曲線 (曇点 と可溶化 限界) に囲 まれる領域 は

油を含む ミセルが水 中に分散 した一液 相であ り, 可溶化

領域 である。 油 の可溶化 量は非イオ ン界 面活性剤の親水

性-親 油性 バ ランスが釣 り合 う温度で急激に増大 し, 所

謂マイ クロエマル シ ョンとな る10) が, その温度範囲は非

常 に狭い。 また, 油の種類に よ り可溶化領域が 大き く異

な り, 分子容の小 さい油ほ ど可溶性化量 が多 くなる。

Fig.- 1 The effect of temperature on the solu
bilization of the oil in the hydrocarbon
water-R16(OCH2CH2)8OH systems.

こ こで, C16, LpとSqの 高 温 に おけ る可 溶 化 領 域 の

マイ クロエ マ ル シ ョ ンを 室 温 ま で急 冷 す る こ とに よ り, 

超 微 細 エ マ ル シ ョ ンが 容 易 に調 製 で き る こ とが見 い 出 さ

れ た 。 これ か らの 超 微 細 エ マ ル シ ョンは, 同 じ組 成 に お

け る 可溶 化 領域 の マ イ ク ロエ マ ル シ ョン と同 じ濁 度 を 有
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す る。 しか しなが ら, これ らは二液相 からな り, 熱 力学

的 には不安定 であるこ とがFig.-1か ら明 らか である。

 一方, C10の 系 は調製後直 ちに濁度 が増 大 し, 超微細 エ

マルシ ョンを得 るこ とはできない。 これ は後述す る よう

に, この系の エマルシ ョンが非常 に不安定 な た め で あ

る。

この ように して調整 され る超微細 エマル ションの特長

の一つ として, 油 と界 面活性剤 の量比 に よって, 粒子径

を制御 できる点が挙 げ られる。 Fig.-2に 油 とC16E8の

重量比 (Wa/Wb) を変 えて, Fig.-1に 示 した処方 にお

いて調製 された超微 細エマル シ ョンの平均粒子半径 (R)

 を示す。 Wa/WbとRの 間に は直線関 係が あ り, Wa/

Wbを 変化 させ る ことに よ り, 超微 細エマル シ ョンの粒

子径を任意 に, しか も精度 よく制 御で きる こ と が わ か

る。 Lp系 に おいて は, Wa/Wbが3.5の ときプロ ット

が直線 か ら大き く外れている。 これは, この組成におい

ては, 温度 を変えて も完 全に可溶化 させる ことがで きな

い (Fig.-1) ためであ る。 それ故に, 粒子径が制御 され

た超微細エマル シ ョンを得 るためには, 完全に可溶化で

きる組成の範囲内で調製す る必要があ る。

Fig.- 2 The mean droplet radius against the 
ratio of oil to R16 (OCH2CH2)8OH in 
the hexadecane and liquid paraffin ul
trafine emulsions.

次 に, 超微細 エマル ションが調製 される過程 お よび粒

子径が制御 され る理 由につ いて考 えてみ る。 可 溶化 領域

で は, 多量に油を含み会合数 が増 大 し, 大き く成長 した

ミセルの水溶液系 とな っている9)。 これを冷却す る と,

 ひ とつ の ミセルがそのままひ とつ のエマル シ ョン粒子 と

な り, ミセルのサイズがその ままエマル シ ョン粒 子のサ

イズ となる もの と推察 される。 何故な らば, 可溶化 領域

での濁度 と超微 細エマル ションの濁度 が同 じであ り, そ

の粒子 径が攪拌条 件に依存 しないためである。 この よ う

な過程 で超微細エマル ションが生成する とする と, 超微

細エマル シ ョン中では, ほ とん ど全 ての界 面活性 剤が粒

子界 面に吸着 している こととなるので, その粒子径は,

 界 面活性剤 が飽和吸着 した状態 におけるその組成での最

小粒子径 となる と考 え ら れ る。 この よ うな仮定 に基づ

き, 超微細エマル シ ョンの粒子径 と油 と界 面活性剤 の量

比 との関係を求めた。 Fig.-3に 超微 細エマル シ ョン粒

子の模式図を示す。

Fig.- 3 Illustration of a droplet in ultrafine 

emulsions.

全 て の界 面 活 性 剤 が 油-水 界 面 に 吸着 して い る とす る

と, 超 微 細 エ マ ル シ ョン中 の コ アの 全 容 積 (V) は

V=Va+Vb=Wa/ρa+α ・Wb/ρc=4/3× π ・

Σri3=4/3× π ・rv3・n … …1)

Wa, Wbは 超 微 細 エ マ ル シ ョン中 の 油 と界 面 活性 剤 の 重

量, αは 界面 活性 剤 分 子 中 の 親 油 基 の 重 量 分 率, ρaと ρc

は 油 と親 油 基 の 密 度 を 表 す 。

超 微 細 エ マ ル シ ョン中 の コ アの 全 界 面 積 (S) は

S=4π ・Σri2=4π ・rA2・n=A・N・Wb/Mb

… …2)

Aは 飽 和 吸 着 時 の 油-水 界 面 に お け る界 面 活性 剤 の 吸 着

断 面 積, Mbは 界 面派 性 剤 の 分 子 量, Nは ア ボ ガ ドロ数

を 表 す 。

1) 式 と2) 式 よ り,

rv3/rA2=3Mb/A・N・ ρa×Wa/Wb+3α ・

Mb/A・N・ ρc … …3)
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粒子 径 に分 布 が な い と仮 定 す る と,

R=3Mb/A・N・ ρa×Wa/Wb+3α ・Mb/A・

N・ρc+d … …4)

超 微 細 エ マ ル シ ョンの 粒 子 径 (R) と油 と界 面活 性 剤

の 重 量 比 (Wa/Wb) とは 確 か に 直 線 関 係 に な り, Fig.

-2に 示 す 結 果 と一致 す る
。 こ こでFig.-2に 示 した 直 線

の 勾 配 と4)式 の 勾 配 か らC16とLpの 超 微 細 エ マ ル シ ョ

ン中 で のC16E8の 吸着 断 面積 を 計 算す る と, 同 じ値 とな

り, 50A2と な っ た。 この値 は25℃ に お け る気-液 界 面

の値 (49A2)11) と比べてほぼ妥 当であ り, 前述の超微細

エマル シ ョンの調製過程を支持す る結果 とな った。 それ

故, この方法で調製すれば, その組成におけ る最小粒子

径のエ マル シ ョンが得 られ ることが 明らか となった。

Fig.- 4 The effect of the carbon number of 

the oil on the stability of the alkane 

ultrafine emulsions at 25•Ž.

3.1.2 安 定 性

C16E8-油-水 系 超 微 細 エ マル シ ョ ンの25℃ に お け る

粒 子 径 の経 時 変 化 をFig.-4に 示 す 。 C12は 数 時 間 で粒

子 径 が 増 大 し白濁 す る の に対 し, C16は 数 日間, Lp, Sq

にな ると半年以上放置 して も粒子径 の変化は な く濁度変

化 もない。 この よ うに, 油の炭素数が大 き くなるに従 っ

て, 経時安定性は著 しく向上す る。

超微細 エマルシ ョン粒子 の経時 による増 大は, 粒子の

合一 に よ りもむ しろOstwald ripening12),13) に よって説

明され る。 す なわち, 粒子径 が異 なる粒子 間においては

Kelvin則 で表わ され る溶解度 に差異 が生 じ, 小さな油滴

か ら大きな油滴 に向け て油分 子の拡散 が起 こる。 このた

め, 粒子径 に分布 がある と小さい粒子 は よ り小さ くな り

最後 に消滅 し, 大 きな粒子 は よ り大き くなるためエマル

ションの平均粒子径 が増 大す る ことにな る。 超微 細エマ

ル ションの場合 は, 粒 子径 が非常 に小 さいため粒度分布

が同 じ偏差 であるな らば, 通常 のエマル ションよ りOst

wald ripeningの 影響 を受 け易い。 粒子径の増大す る速

度 は, 水相中における油の時間当 りの移動量 (流束) に

依 存す る。 流束は油の水への溶解度に依存す るが, その

溶解度は炭素数 が大 きくな るに従 って著 しく小 さ くな る

ため, 油の流束が小 さくな り, 前述の安定性の結果 とな

った と考え られ る。

Lp, Sqの 超微細エ マルシ ョンの よ うに室温では安定

な もの も, 温度が上昇す るに従 って不安定 とな り5), 特に

可溶化限界温度の近傍で は数十分で濁度が変化 す る5)。

 このため, Fig.-1示 した相図が比較的容易 に 作 成 で き

る。

Fig.-5に 炭素数が小 さ く粒子径 の経時変化 の大きい

C12にSqを 少量添加 した混合油 の超微細 エマルシ ョン

の経時安定性 の結果を示す。 縦軸 は45℃ 18日 後 の粒子

径 と直後粒子径 の比 を表す。 Sqの 添加 に よ り安定性 は

著 しく向上 し, 3%以 上添加す る と非常に安 定 と な り

Sq単 独の ものの安定性 と同 じとなる。

C16E8 (10%), Oil (30%)

Fig.- 5 The effect of small quantities of squalane on the stability 

of the doecane ultrafine emulsions at 45•Ž.
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この ような効果はRaoult則 とKelvin則 の間の拮抗

に よ りもた らされる と考え られ る12),13)。 即ち, 先 に述べ

たKelvin則 に よって小 さな油滴か ら大 きな油滴に向か

ってC12の 移動 が起 こるが, 非常に安定な超微細エマル

ションが得 られ たSqは 移動 しない と考え られる。 従 っ

て大きな油滴 中ではSqが 希 釈 され, 逆 に小 さな油滴で

は濃縮 され るた め, 油滴 の間にSqとC12の 濃度差 が生

じる。 ここで生 じた化学 ポテ ンシャルの差 はRaoult則

によって, Kelvin則 とは逆 の方 向にC12を 移行 させ る

よ うに働 くた め, Raoult則 とKelvin則 の間に拮抗 が起

こる, 即 ち, 小 さい粒子 と大 きい粒子 のC12の 化学 ポテ

ンシャルが等 くなる (Fig.-6)。 それ故, ある程度粒子

径が変化す ると, それ以上粒子径は変化 しな くなる。 そ

して, Sqの 添加量が 多いほ ど粒子径の変化量が小 さ く

な り, 3%以 上のSq濃 度では, Fig.-5に 示す よ うにそ

の変化 を検知 で きな くなる と推 察 される。 従 って, C12

に限 らず安定 な超微 細エマル シ ョンが調製で きない油で

も, Sqな どの非常 に安定 な超微 細エマル シ ョンが調製

できる油 を少量添加す るこ とに よ り, 安定 な超微 細エマ

ル ションが得 られ る と考 え られる。

ここまでに述べた如 く, 非 イオ ン界 面活性剤-油-水

系 において, 熱力学的 に安定 なマイ クロエ マルシ ョンと

全 く同様 な外観を呈 し, 経時的 に非常 に安定 な超微細 エ

マルシ ョン (広義 のマイ クロエマル ション) が油 を選択

す ることに よ り調製で き, しか もそ の粒子径を 自由に制

御で きることが 明らか となった。

C: Mol. fraction of C12H26

μ: Chemical potential of C12H26 in droplet

When μ1t*=μ2t*,

the droplet size can not be changed

μ1t=μ0+RTlnC1t+2γVL/r1t

μ2t=μ0+RTlnC2t+2γVL/r2t

Fig.- 6 Illustration of the stabilization of a 

dodecane ultrafine emulsion by squa

lane.

3.3 超微 細エマルシ ョンの化粧 品への応用

3.3.1 粒子径 の制 御 と外観

Fig.- 7にEm 510, Em 2014を 用いて調製 したLp

超微 細エマル シ ョンの粒子径 とLpと 界面活性剤 の重量

比 との関係を示す 。 POE鎖 に分布のあ る市販の界面活性

剤 において も, その重量比 と粒子径の関係は 直 線 と な

り, 超微細 エマル シ ョンの粒子 径を任意 に制御 して調製

す る ことができ, 透 明か ら半 透明な濁度 の ものが得 られ

る。 Fig.-7のEm 510の 場合 はそ の重量 比が3の とき

プ ロッ トが直線 か ら大き く外れている。 これは前 述の よ

うに, この組成 においては, 温度 を変 えても完全 に可溶

化 させ るこ とが できないた めである。 Em 2014は よ り広

い範囲で粒子径が制御 された超微細 エマルシ ョンを調製

す ることがで きる。 これはEm 510よ りEm 2014の 可

溶能が大 きいためであ る。 一般 に, HLBが 等 しい界面

活性剤においては親油基の炭素数が大 きなものの方が可

溶化能が大 きい5) ので, 超微細エマル シ ョンを調製す る

のに適 してい る。

Fig.- 7 The mean droplet diameter against the 
weight ratio of liquid paraffin to the 
surfactant in the ultrafine emulsions. 
Em 2014: POE(14)2-octyldodecyl ether, 
Em 510: POE(10) oleyl ether.

Fig.-8にEm 510に よ り調製 された種 々の粒子径を

有す るLpの 超微 細エマル シ ョンの450nm, 700nmの

波長 におけ る吸光度, 即 ち濁度を示す。 各 々の超微細エ

マル シ ョンは界面活性剤10重 量%に おいて調製 した後, 

Lpの 濃度が2重 量%と な るよ うに水で希釈 し, それ ら

の濁度 を測定 した。 これ らの濁度は粒子径が増 大す ると

指数 関数 的に増加 し, 概 略, 粒子径の3乗 に比例す る。 

これは, 粒子濃度 が一定 の条件おいては, 濁度 は粒子径

の3乗 に比例す る とい う光散乱 の理 論14) と一致す る。 ま

た, 濁度 は粒子濃度 に も依存す るので, 粒子径 と粒子濃

度 を変化す るこ とに よ り透 明な ものか らほぼ白濁 した も
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のまで 自由に調製す ることが できる。

Fig.- 8 The relation between the turbidity and 

the droplet size of the ultrafine emulsions.

外観上の現実的 な問題 と しては, Fig.-8の 結果か らわ

か るよ うに, 粒子径 の僅か な変化が濁度 に影響 し実際 に

肉眼で識別で きることであ る。 このため製品の濁度を管

理す るためには, エ マル シ ョンの粒子径を正確 に制御 し

調製す ることが必 要 と な る。 この超微細 エマルシ ョン

は, 前述の よ うに, 油 と界面活性剤 の量比 に よ り粒子径

を容易に しか も正確 に制御 できるとい う長所が あ り, 実

際に製品を製造す る場合大 きな利点 となる。

3.3.2 安定性

Fig.-9に 種 々の界面活性剤を用 いて調製 された粒子

径が約20nmのLp超 微細エ マルシ ョンの経時安定性を

示す。 試料 はLp: 15重 量%, 界面活性剤: 15重 量%, 

水: 70重 量%を 含む超微細 エマルシ ョンを調製 した後, 

水で希釈 し, Lp: 2重 量%と なるよ うに調製 した。 前述

の如 く, 製品 の安定性 は粒子径 よ りも濁度 で管理す る方

が よい ので, 以後 は濁度 の経時変化 で安定性 を 評 価 す

る。 50℃ の結果を示す のは, 前述 の ように, 超微細 エ

マルシ ョンの安定性 は温度 が上 昇す るに従 って不安定 と

な り, 加速試験 となるた めである。 HLBが ほぼ等 しい, 

即 ち系 の曇点 がほぼ等 しい (70℃) 界面活性剤 である, 

Em 707, Em 508とEm 2012を 比較す る と親 油基 の炭

素数 の大きい, 換言すれ ば, 分子量 の大きい界 面活性剤

の系 の方が安定 である。 HLBが 異 なるEm 508とEm

 510, Em 2012とEm 2014 (曇点が70℃ と82℃) を

各 々比較す る と親油性 の界面活性剤 の系の方 が不安定 で

ある。 これは, 親油性界面活性剤系の可溶化限界温度の

方が保存温度であ る50℃ に近いため, 可溶化限界温度

に近づ くにつれ超微細エ マル シ ョンは不安定にな るとい

う結果5) に基づ くもの と考え られ る。 超微細 エマル シ ョ

ンの安定性は この よ うに界面活性剤の構造に も依存す る

ので, 安定な超微細エマ ルシ ョンを調製す るために は, 

親油基の炭素数が大 き く, 親水的 な界面活性剤を用い る

必要があ ることがわか る。

(days)

ig.- 9 The stability of the ultrafine emulsions 

of the various surfactants at 50•Ž.

E 707: POE(7) lauryl ether,

Em 508, Em 510: POE(8), POE(10) oleyl 

ether,

Em 2012, Em 2014: POE(12), POE(14)2-

octyldodecyl ether.

Em 2014を 用いて 同様 に調製 された種 々の化粧品原料

油の超微細エ マル シ ョンの50℃ における経時安定性 を

Fig.-10に 示す。 ここに示す油 は, 炭化水素 (C16, Lp, 

Sq), モ ノエステル (IPM, CIO), ジエステル (DCP) の

炭素数 の異 なった もので ある。 炭化水素 お よびモ ノエス

テルの同族で比較す る と, 前述 の結果 と同様 に油 の炭素

数が 大きいほ ど安定 である。 炭素数 が16のC16と17の

IPMな らびに炭 素数が24のCIOと25のDCPで は炭

素数 が1大 きいIPM, DCPの 方 が著 しく不 安 定 で あ

り, 同 じ炭素 数の数 では極性 が高 くな ると不安定にな る

ことがわかる。 これは極性 が高い油ほ ど水への溶解度が

高 くなるため, Ostwald ripeningに よる粒子径の変化

が起 り易 くな るため と考え られ る。 また, 前述の結果 と

同様 に, 不 安定なDCPにSqを10重 量%添 加す るとSq

単独 の安定性 と同 じにな り, 非常に安定化す る。

ロー シ ョンを調製す る場合, エ タノールが一般に添加
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され るこ とを考慮 し, エタノールを10重 量%含 む超微細

エマルシ ョンの経時安定性 を検討 した
。 試料 は油: 15重

量%, Em 2014: 15重量%, 水: 70重 量%を 含む超微細

エマルシ ョンを調製 した後, エタノール水溶 液 で 希 釈

し, 油: 2重 量%, エタ ノール10重 量%と なる ように調

製 した。 結果 をFig.-11に 示す。 Fig.-10と 比較す る

と, 安定 であったCIOが 不安定 になるな ど, エタ ノー

ルの添加 は安定性 を悪 くす る こと が わ か る。 しか し, 

Lp, Sq, 不安定 なDCP, CIOにSqを10重 量%添 加 し

た油の場合 は50℃ で1カ 月以上, 37℃ で6カ 月以上肉

眼観察上 ほ とん ど変化 が認め られず, 実 際の製 品におけ

る安定性 として も十分 な ものであ った。

Fig.- 10 The stability of the various oil ultra

fine emulsions at 50℃.

IPM: isopropyl myristate, CIO: cetyl

 isooctante, DCP: neopentyl dicapry

late.

そ して, 実 際の化 粧品処方 系において も, 少ない界面

活性 剤量で よ り多 くの油成分を含む透明 または半透明で

安 定な ロー シ ョンが調製で き, 例 えば, 界面活性 剤濃度

が1%の 処方 系で油溶性 紫外線吸収剤 あ るいは香料を1

～5%含 有する透明あ るいは半透明な ローシ ョンを調製

す ることがで きた。

Fig.- 11 The stability of the various oil ultra

fine emulsions containing 10% ethanol, 

at 50℃.
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